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Tubular myelin figures which were first described by Weibel were observed as an aggregated mass 

in association with the tuberculous lesions experimentally produced in mice. They were also found 

within alveolar macrophages, probably they were ingested after being extruded from Type II epithe

lial cells. The biological significance of these events was discussed in reference to the recent litera

tures suggesting that tubular myelin figures are the surfactants of the lung.

緒 言

前報告1)に お いて,マ ウス実験結核病巣におけ る肺胞

上 皮細胞,殊 にTypeII細 胞について報告 した。 この

細胞 の形態学的特徴 として のlamellar inclusionは,肺

の表面活性物質 の貯蔵 と分泌に関係 してい るとい う説が

一般的 である。 この表面活性物質 の電顕 レベルでの形態

としては,Weibelら2)に よつては'じめて観察 されたいわ

ゆ るtubular myelinが それ であ るとされてい る。 私た

ちはこれ まで報告 してきた一連 の仕事の中において,し

ば しば このtubular myelin像 を結核病巣中に 観察す る

こ とが できた ので報告す る。

材料 と方法

前報1)と 同じであ る。

成績 と考察

Fig.1は 下半分 の部分が 菌の横断豫をい くつか含む壊

死 巣 であ るが,そ れに接 した上部に特徴的なtubular my-

elin像 がみ られ る。Katayalら,そ の他 の研究者3)～ 5 ) に

よる形態学 と生化学的分析か ら,こ れが肺 の表面活性物

質であ ることはほぼ間違 いない とされ ているが,こ の電

顕 像はおそ らく結核壊死病巣 中に凝集 し,そ して蓄積 さ

れ た状態 であろ う。

Fig.2は 写真の右 は毛細血管腔 であ り,他 の部分はす

べ て肺胞腔 であるが,こ こは滲 出液 で充満 してい る。毛

細血管に 隣接 してTypeII上 皮細胞が一つみ られ るが,

そ の微絨毛をへだ てて左隣 りに肺胞 マクロファー ジが存

在 し,核 の断面 はみえ ないが,そ の細胞質中には数多 く

のラ メラ構造 と,Fig.1で み られ たよ うなtubular my-

elin像(TM)が 取 り込 まれてい る。 この細胞の更に左

隣 りに は,も う一つ の肺胞 マクロファー ジがあつて,相

互 の表面膜 のinterdigitationに よつて密接 してい る。 こ

の細胞 も 同様に ラメラ構造やTMを 取 り込んでい るが,

そ の他,菌 の横断面 もみ られ,リ ボ ソームのついた疎面

小胞体や電子密度 の濃い大 きなライソ ゾーム様構造な ど

もみ られ る。最近,Nichols6)は 肺表面活性物質の代謝転

換 に肺胞 マ クロフ ァージが関係す る可能性を予測 し,ウ

サ ギ肺におい てこの細 胞がTMを 取 り込む ことを 観察

してい る。私たちははか らず も結核感染マ ウス肺 におい
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Fig. 1. The mass of tubular myelin figures locating adjacent to the bacilli-containing necrotic 
lesion (Infected mouse).
TM, tubular myelin; LI, lipoidal droplet; B, mycobacterial cell; LI, lipoidal inclusion within the  mycobacterial 
cell.

Fig. 2. The tubular myelins and lamellar bodies phagocytized by alveolar macrophages(Infected
 mouse).

EPII, Type II epithelial cell: AM, alveolar macrophage; TM, tubular myelin; LI, lamellar inclusion; B, myco
bacterial cell; ALV, alveolar space; exu, exudate.
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て同様の所見を得たわ けである。取 り込 まれた表面活性

物質,つ ま リジパル ミトイル レシチ ンを主体 とす る リン

脂質が,こ の細胞のエネルギー代謝 に利用 され る可能性

もBermanら7)に よつ て示 され ている。

前報告1)な らびに本報告でみ られた ような,TypeII

上皮細胞,ラ メラ封入体,そ して肺表面活性物質 とみ な

され るtubular myeiinに かかわ る所見は,必 ず しも結

核感染に特有な事象ではな く,何 らかの原 因に よつ て肺

胞上皮細胞の崩壊があれば,非 特異 的に起 こる普遍的 な

ものであ ろ う。 また,疎 水性の表層 を もつ結核菌 が,病

巣 において,ま た肺 胞マ クロフ ァージに取 り込 まれ たの

ちに,疎 水性 リピ ドとしての表 面活 性物質 と親和 性を発

揮 し,何 らか の感 染 論 的 意 味 を もつ こ と も可能 で あ ろ う。
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